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初期堀辰雄作品における海外文学受容の研究（要旨）
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 堀辰雄は、多くの場合自作における海外作家からの影響を隠していない。しかし、初期
作品におけるジャン・コクトオらの多大な影響については、ほとんど言及がない。そこで本論文では、 「ルウベンスの偽画」 （昭和二）の時点で、コクトオ「グラン・テカアル」の影響下に、 「本格的小説」の実現が意図されていたこと、その意図が「不器用な天使」 （昭和四）を経て、 「聖家族」 （昭和五）にて実現されていく過程を明らかにする。
 
これらの作品が書かれた時期は、堀辰雄にとって作家としての出発期であった。海外文
学から様々な刺激を受け 創作方法につき試行錯誤していた跡が、 作品には刻まれている。この時期の堀辰雄が、どのように海外文学を受容し、作品に活かしていった かを検討ることは、堀辰雄の創作意識が、どのように形成されていったのかを明らかにすることにつながる。本論文の意図は こ 点を解明することにある。
 
以下、各論考の概要を記す。
 
 はじめに
―
出発期の堀辰雄と海外文学
―
 
   
 
 
 
 
 
  
堀辰雄作品における海外文学の影響については、多くの指摘がある。しかし、 「聖家族」
（昭五・十一『改造』 ）に代表される初期作品と海外文学 関連 ついては、あまり検討されることがない。もちろん「聖家族」については、レエモン・ラジゲ「ドルジェル伯爵舞踏会」の影響が半ば常識のように語られる。しかし、 「聖家族」に至 堀 小説を検討ていくと、ジャン コクトオ作品の影響が多く確認できる。 ッセイにおいてもコクトオへの言及は多く、特に小説観を述べたものでは、必ずと言っていいほどコクトオから 引用、ある は影響された発想が見出せる。こ に、従来ほとんど注 されなかったア ドレ・ジイド、 び堀のコクトオ観に修正を加
えたラジゲらが、初期堀辰雄作品を検討する
上で見逃せない海外作家となる。
 
こうした海外文学の受容は、堀辰雄の 家としての出発期になされている このとき形
成された小説観は、後年も容易に消えることなく、作家堀辰雄 創作活動において大き指針として機能していく。したがって、初期作品におけ 海外文学 特にコクトオ 品の影響を検討することは、作家堀辰雄の根幹をなす創作意識その を明らかにすることにつながる。
 
 第一部
 
堀口大學『月下の一群』 （大十四）は、わが国に多くのコクトオ読者を生んだ。堀辰雄も
その一人で、 コクトオを原書で読み、 大正十五年
以降積極的に翻訳や紹介を行なっている。
それらの訳業は、堀の処女単行本『コクトオ抄』 （昭四）に結実した。しかし、コクトオ詩 
第一章
 
大正末から昭和初期のわが国におけるコクトオ受容と堀辰雄
 
 
 
 
 
 
 
―
その独自のコクトオ観
―
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「ルウベンスの偽画」 （初出昭二。完稿昭五）には、対象の本質を見抜くコクトオのごと
き目を持つ画家が登場する。堀の分身である主人公「彼」もまた、コクトオのような詩人としての片鱗を見せる。だが、 「彼」は対象を無駄に飾り立てる、コクトオが言うところの失敗した詩人として描かれてい ここに 、自己に対する堀の率直な認識を見ることができる。
 
コクトオ「職業の秘密」は、見慣れた 意外な魅力を見出すのが詩人の仕事、とし
ている。対象を過剰な比喩で飾り立てるのは 詩人の資質に欠ける者 行ないだという。
 
堀は「グラン・テカアル」を、作中人物の心理が相互の影響で変化していき、クライマ
ックスを迎える小説と見ている。これが、堀にとっての「ロマン」の定義であり、その実現は堀の生涯をかけた目標と った。 「ルウベンスの偽画」 （初出昭二。完稿昭五）は、前半部では複数人物の心理を描き分け とともに 心理が互いに影響し変化するさまをも描いている。さらに後半部では、明らかに「グラン・テカアル」に倣った表現が見出せる。このことから、 「ルウベンスの偽画」は「グラン・テカアル」のような「ロマン」を意図して書かれた作品であり、堀の「ロマン」実現への第一歩であったと見ることができる。
 
堀辰雄は、当初コクトオ作品の華やかさに魅かれたと見られるが、次第にその伝統性に
も着目していく。最終的には、斬新さと伝統性が同居した作品の書き手というコクトオ観を持つ 至り、これ 創作にも反映していく。こうしたコクトオ認識、及びこれに基づく創作活動は同時代に類例を見ない わが国におけるコクトオ受容期において、堀はコクトオの翻訳・紹介者 して活躍するとともに、作家 しての自己形成を図っていた。堀辰雄のコクトオ受容 、その初期作品を検討する上で重要な論点となる。
 
堀辰雄作品におけるコクトオの影響は、 「不
器用な天使」 （昭四）以降に見られるとする
のが通説であ しかし は大正十五年にコクトオの小説「グラン・テカアル」の部分訳を試みており、昭和二年作「眠りながら 蝶」には、明らか 類似した表現が確認できる。
 
はそ
の華やかさによって流行はしたが、簡潔な表現に多くの意味を持たせることによる難
解さをも抱えており、離れていった読者も多い。
翌年、 『怖るべき子供たち』が翻訳され広
く読まれたことで コクトオは詩人 いうより、 『怖るべき子供たち』の作家という認識が定着する
 
コクトオを論じた堀辰雄のエッセイ「石鹸玉の詩人」 （大十五）には、 「職業 秘密」
明ら な影響 見出せる。さらに、 「風景」 （大十五） 「蝶」 （昭二）といった作品にて、対象の意外な魅力を見出す行為が行なわ
 
   
このように、 「ルウベンスの偽画」はコクトオ「職業の秘密」を反映した藝術家小説であ 
第三章
 
「ルウベンスの偽画」とコクトオ「職業の秘密」
 
第二章
 
「ルウベンスの偽画」とコクトオ「グラン・テカアル」
 
―
藝術観の受容をめぐる一考察
―
 
―
堀辰雄における「本格的小説」の試み
―
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映画では難しい、小説ならではの表現対象を追求する中で、堀は夢や無意識への関心を
深めていく。実際、昭和四～五年のエッセイでは、夢のメカニズムに基づく発想や主張が多く見られる。実作においても、 「鼠」 「音楽のなかで」 （共に昭五）にて、夢のメカニズムの活用が試みられている。こうした 夢や無意識への関心は、後の堀作品 おいても持続していくもので、 「眠りながら」はその先駆として重要な意義を持つ。
 
昭和四～五年はプロレタリア文学の全盛期であった。だが、 「左翼」であるはずの彼等の
作品は、文学の進歩を阻む「右翼」としか呼べ いものばかりであった。これに危機感を覚えた堀辰雄は、文学の前進を目指す「文学上の左翼」と て 姿勢を打ち出す。当時は、夢を描写の対象とする超現実主義の移入期 もあった。しかし、堀はコクトオ作品を受容することで、夢と現実のあわい、両者が混淆した中でこそ対象の本質を捉えることができる、との考えに至っていた。そのため、超現実主義に対しては懐疑的な発言が目立つ
 
「眠つてゐる男」 （ 四）は、夢と現実のあわいにある主人公が、夜という見慣れた対象
の意外な顔を見るま が描かれる 夢を現実とは切り離 扱う超現実主義と 異なり、夢を現実と地続きで捉 る堀の発想が確認できる。同時に、 「目ざめた」プロレタリア文学者とは異なる作品 書く いう、挑戦的な意図が題名に込められ る プロレタリア文学、及びこれと接近する姿勢を見せていた超現実主義とも一線を画し 文学 進歩を目指す「文学上の左翼」たらんとする堀の姿が、本作から浮かび上 る。
 
「眠りなが 」 （昭二）は、コクトオの小説「ポトマック」 「グラン・テカアル」の多大
な影響下に成立している。現実の断片が再構成されることで夢が生成され、その中でこそ人間の本質が表われるという、夢 メカニズムというべき発想が本作では見られるが、これは先のコクトオ作品 発想を基にしている。
  
「ジゴンと僕」 （昭五）では、現実に潜む魅力を捉え表現する創作行為を、ジゴンなる動
物に仮託して描いている。 「手のつけられ い子供」 （昭五）では、摸倣品 物の本質を捉えて遊ぶ子供たちを描く。 「羽ばたき」 （昭六）の主人公は を通して鳩＝天使に近 り、出発期の堀の自己認識を反映した「処女作」と言える。
 
夢において、現実に潜む意外な魅力が見出され という夢のメカニズム。コクトオを受
容することで作り上げたこの方法に基づく作品を、初期の 辰雄は多く書 ている。
 
      
 
 
 
 
 ―
超現実主義及びプロレタリア文学との関係において
―
 
 
 
第一章
 
「眠りながら」に見る夢のメカニズム
  
第三章
 
夢のメカニズムとその変容
  
第二章
 
「眠つてゐる男」に見る「文学上の左翼」への意思
 
第二部
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
―
「ジゴンと僕」 「手のつけられない子供」 「羽ばたき」をめぐって
―
 
―
創作方法としての夢や無意識への関心
―
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コクトオは夢を用いた詩を多く残しているが、詩人は常に死の傍らにある者と定義して
いる。したがって、夢を用いて詩を得ることは、死への限りない接近を意味する。 「ジゴンと僕」 「手のつけられない子供」 「羽ばたき」を書いた時期の堀は、肋膜炎によ 死に瀕していた。そのためか、堀はコクトオとは異なる形で夢を扱うプルウストへの傾倒を深めていく。ただし、堀はプルウスト作品においても、夢のメカニズムを思わせる 対象の意外な本質を見出す行為に着目している。コクトオ受容は、プルウストを読む際の方向性 決定付けている。
 
「贋金つくり」は、一人の人間の内部に、矛盾する感情や性格が共存し、それが容易に
変化するさまを描いている。堀辰雄は、周囲の影響で変化する心理を、複数の人物において捉える「本格的小説」を意図していた。 「贋金つくり への堀の着目 、こうした背景によると考えられる。さらに、映画でも描ける要素は小説から取り除くべきだ という「贋金つくり」の主張もまた、 「不器用な天使」に反映している。
 
「不器用な天使」では、ストーリーや人物 特徴といった 映画でも描ける要素は具体
的に描かれない。その代わりに 映画では難しい、複雑に変化す 作中人物 心理を表現することに力が入れられてい この心理の描写にお て、視覚に訴える、映画を思わせる手法が用いら る。 小説ならではの存在意義を、 映画の手法をも取り入れつつ示すこと。さらに、 「ルウベンスの偽画」では不十分であった 変化する作中人物 心理を描く「本格的小説」を、小規模ながら実現すること。 「不器用な天使」は、こうした堀の野心的な試みとして成立した作品 言える。
 
コクトオ「職業の秘密」は、詩人は常に死の傍らにあること、見慣れた対象の意外な魅
力を捉え表現することが詩人の仕事であることを説く 堀辰雄 こ 考えを受容し がら、作品への死の導入をためらっ いた。これは、母及び芥川龍之介の死、さらには自身も肋膜炎で死に瀕した経験から、死が身近でありすぎたこと 原因と考えられる。実際 「新人紹介」 （昭四）では、自身を死と無縁 作家として印象付けよう し い
 
「不器用な天使」 （昭四）は、周囲の影響で
容易に変化する主人公の心理を描くことに主
眼が置かれている。これ コクトオ「グラン・テカアル」のみならず、ジイド「贋金つく 」 影響があってのことと考えられる。
 
「眠れる人」 （昭四）では、主人公が自己に潜む死を自覚することで、見慣れた対象の魅
力を見出すさまが描かれる。こうした主人公のあり方は、本作以降自作で死を積極的 描いていく作者堀辰雄の姿と重なる。堀は、一度は遠ざけ 死を自己の描 べきテーマ 見 付く
、死の使いである彼等を真似ることで死を迎える。
 
    
第二章
 
コクトオ「職業の秘密」受容による死の導入
 
第三部
  
第一章
 
「不器用な天使」における「本格的小説」の模索
  
―
コクトオ及びジイドの影響を中心に
―
 
―
「眠れる人」以降の初期作品をめぐって
―
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一方、ラジゲ作品と比較した場合、 「聖家族」の心理描写はさほど厳密なものではない。
むしろ、読者に解釈の余地を残す描き方が多く確認できる。その結果、作品にはラジゲ作品の硬質性とは異なる、柔らかで瑞々しい雰囲気が生じている。これは、コクトオやラジ
後の「小説のことなど」 （昭九）では、 「聖家族」では徹底できなかった、小説を論理性
と
不合理の戦場たらしめる意思が改めて語られる。 「ドストエフスキイ論」は、以後も持続
する堀の小説観の 重要な骨格を形成している。
 
昭和五年当時の文壇で盛んであったモダニズム文学に対し、映画の悪影響を懸念する声
が多く上げられた。そこで、小説が古くから備えていた利点として心理描写に着目し、過去の伝統的文学に学ぶ「古典主義」が唱えられる。
 
堀辰雄「不器用な天使」 （昭四）は、いち早く心理描写に力を入れた作品だったが、モダ
ニズム的手法を用いたためか、高い評価は得られな った。そこで、堀はレエモン・ラジゲの「クラシシズム」に着目し、普遍的な心理を描 「古典主義」 目指すに至 その実践である「聖家族」 （昭五）は 古典 完成
度を備え、普通の心理を丁寧に描いた作品
して、高い評価を得た。
 
定め、作品への導入
を決意したのではないだろうか。これは、コクトオが定義した詩人の
姿への接近を意味する。
 
「不器用な天使」 （昭四）では、矛盾する感情の共存と、これに基づく異常な行動が描か
れており、ドストエフスキイ的な要素の導入を試みたものと考えられる。しかし、この作品の不評 より、異なる方向性を模索する中で、フランス伝統文学 流れに立つ、レエモン・ラジゲの方法に堀は着目する。ラジゲの受容を経て「聖家族」 （昭五）が書かれるが、堀の自作解説に 明らかに「ドストエフスキイ論」に倣った表現が見られる。よって、確かに論理性の強いラジゲの作品に学びは たが、矛盾や不合理を描くドストエフスキイの方法への関心も捨て な ったと考えられる。実際、 「聖家族」は詳細な心理描写の陰に、 「不器用な天使」を思わせる特異な心理現象が確認できる。作者の計算が行き届いた、論理性の強い作品という 明 は収まら い要素を、本作は抱えている。
 
ジイド「ドストエフスキイ論」は 論理性を重視するフランス文学には見られない、矛
盾や不合理に満ち ドストエフスキイ作品の魅力を説く。同書は堀辰雄の小説観に、広くかつ持続的に影響 及ぼしている。
 
以後の堀作品では死を扱う例が増え、かつては距離を置こうとした芥川龍之介もまた、
作中人物として登場することになる。やがて 死に対しては単なるコクトオの模倣ではない、独自の捉え方を見せてい ここに、堀が芥川やコクトオといった先人の影響を消化、作家としての自己を確立していく過程が見て取れる。
 
    
第四章
 
モダニズム全盛期における「古典主義」小説「聖家族」
 
第三章
 
堀辰雄におけるジイド「ドストエフスキイ論」の受容
  
―
ラジゲ受容と堀辰雄の作家的資質の開花
―
 
―
論理性と不合理の戦場
―
 
 5
 6
ゲらの影響が濃い作品の中で開化した、堀本来の資質と言えるだろう。
 
 
「ルウベンスの偽画」 「不器用な天使」以来の課題であり信念であった、複数人物の心理
を描くことを実現した「聖家族」は、堀の習作期の終焉を告げる作品となった。
 
 
おわりに
―
堀辰雄の初期作品を通して見えてくるもの
―
 
  
堀辰雄は、 初期作品におけるコクトオら海外文学の受容について、 あまり触れていない。
これは、コクトオらの受容が、作家としての自
己を確立する過程でなされた結果、作家と
しての根幹をなす部分にまで、その影響が深く及んでいるためと考えられる。
 
 
後年の堀はプルウスト、モオリアツク、リル
ケらの作品から、それぞれ夢の扱い方、ロ
マンへの志向、死との向き合い方を学ぶ。だがこれらはいずれも 初期作品にその萌芽が見られるものであった。すなわち、コクトオらを受容すること 成っ 初期作品は、後年の海外作家受容にも影響を与えていることになる。よって、海外文学と堀辰雄 の関連については、まだまだ検討の余地を多く残してい と言わねばならない。
 
